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【市街地等でのハナレザル出没対応編】 

■ハナレザルの特性 

ハナレザルは一般的に単独のオスや複数頭のオスのグループであることがほとんどです

が、まれにメスの場合があります。ハナレザルのうち、人や人の生活圏に慣れた個体が市街

地に出没します。被害の緊急性や出没したサルの特性（オス、メス）に応じて対応策を検討

して下さい。 

 

ほとんどのハナレザルはオス、まれにメス。オスの出没は自然解消することが多い 

  

 

 オスは交尾期にメスを求めて群れに集まりますが非交尾期になると分散してハナレザル

となります。そのため、非交尾期である春から夏にかけてハナレザルが増加します。ただ

し、オスのハナレザルは交尾期になるとまた群れに集まるため出没が一過性で自然に解消

する傾向がみられます。 

 

ハナレザルのうち人や人工物に慣れた個体が市街地に出没。オスとメスで特性が違う 

 

 オスのハナレザルの特性は多様ですが、まれに発生するメスのハナレザルは定着性が高

く、攻撃的である傾向がみられます。特にアカンボウ連れのメスは攻撃性が強いため注意

が必要です。 

オスがハナレザルとなる時期

非交尾期 交尾期

春～夏 秋～冬

群れから分散

↓

ハナレザル化

メスを求めて

群れに集まる

ハナレザル 定着性 攻撃性

単独オス

または

オスグループ

多様

※出没が一過性で交尾期の到来と

ともに消失場合が多い

多様

単独メス

または

メスとその子ども

高い 強い

※特にアカンボウを連れている個体

は攻撃的
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➣行政による対応 

対応の内容は緊急性によって異なります。以下を参考にして下さい。 

 

●：実施、▲：必要に応じて実施 

 

➣関係機関の連携 

   ハナレザルの対応は突発的であることや、人身被害が発生する恐れがあること、複数

の市町村を跨ぎ広域に及ぶことがあるため、県・市町村・警察等の関係機関が連携して

対応することが求められます。突発的な対応に備え、関係機関の役割や連携体制、対応

の手順等についてあらかじめ取り決め、迅速な初動対応を行うとともに、安全対策を講

じることができるよう協議や調整を進めておく必要があります。 

 

➣ハナレザルの捕獲 

一般的に市街地に出没しているハナレザルを捕獲することは簡単ではありません。

捕獲を実施する場合は、以下のフロー図を参考に出没しているサルの被害状況や定着

性をもとに、捕獲を実施するか検討が必要です。出没しているハナレザルがメスの場合

は定着性が高く注意が必要ですが、オスの場合は出没が一過性で自然に解消する可能

性があるため、出没している個体の性別を確認することは、対策の意思決定をするうえ

で大切な作業となります。 

   なお、市街地で捕獲した個体は悪質性が高い傾向にあり、安易に放獣すると、さらな

る被害発生につながりかねないので、捕獲後は殺処分し、山野に放逐することはやめま

しょう。 

通報記録 現場確認
住民への

注意喚起
追い払い

捕獲

（箱わな）

緊急捕獲

(装薬銃・麻酔銃)

★
単発的な出没、人身被害

の恐れがないまたは低い
▲ ▲ ●

★★

同一地域で頻繁に出没、

威嚇されるなど人身被害

の恐れがある

● ● ● ● ●

★★★

同一地域に定着、人家侵

入や威嚇が頻発、人身被

害が発生している

● ● ● ● ● ●

緊急性
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